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抗菌剤・抗生物質に依存しない子豚育成技術の開発 

（公害対策用混合飼料グローリッチ・ネオ給与による豚乳への影響） 
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Development examination of the piglet upbringing technology that does not depend 

on antibacterial and an antibiotic 

（The effect that did a feeding of GROW RICH NEO feed to a piglet.） 
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要  約 

抗菌剤・抗生物質等に依存しない子豚育成技術の開発に向け、ゼオライト・木酢精製液・バーミ

キュライトからなる公害対策用混合飼料製品（グローリッチ・ネオ：以下ＧＮという）給与による

豚乳への影響を検討した。ＧＮを分娩予定２週間前に 1.0％、分娩後は 0.5％飼料添加し、初乳及び

常乳の乳成分・脂肪酸組成・免疫グロブリン濃度（以下 IgG 濃度という）について無添加区と比較

した。結果ＧＮ給与は初乳において脂肪酸のうちオレイン酸割合が高くなりリノール酸及びリノレ

ン酸が低くなった。常乳では pH 及びオレイン酸が高くなる傾向が認められた。IgG 濃度、子豚発育・

糞便性状に差は認められなかった。これらのことからＧＮ給与は豚の乳質に影響を与えることが明

らかとなった。 

緒  言 

ほ乳子豚の発育において母豚の初乳及び常乳の品質は重要であり、酸性乳等の異常乳は子豚の白

痢等の原因となり潜在的に養豚経営を悪化させることがある。今回供試した公害対策用混合飼料Ｇ

Ｎは家畜排泄物の悪臭抑制効果とともに、母豚への給与でほ乳子豚の下痢症が低減する効果が観ら

れている１）。そこで、ＧＮ給与による豚乳への影響を検討した。 

 

材料及び方法 

平成 20 年 2 月～4 月間の当場分娩予定妊娠豚 10 頭のうち５頭について、ＧＮ推奨使用量２）に準

じ分娩予定日前の２週間にＧＮ1.0％添加飼料を、分娩以降２週間ＧＮ0.5％添加飼料を給与した。

対照区として５頭は無添加とした。基礎飼料は市販種豚用飼料を用い、餌付け用子豚人工乳は抗菌

剤等を含まない飼料を用いた。なお、妊娠豚へのワクチン接種は分娩前２週の萎縮性鼻炎のみであ

る。 

 

1)豚乳搾乳方法 

初乳は分娩開始後 8 時間以内のものを、常乳は分娩 1週間後に搾乳したものを用いた。搾乳毎

にオキシトシン製剤を筋肉注射し、指先で各乳頭からまんべんなく搾乳したものを混合した。採

取した豚乳は分析までの間凍結保存した。融解後分析・測定等は平成 20 年４月に行った。 

2)乳成分分析 

乳成分は凍結融解後、香川県畜産協会牛乳検査部へ依頼し牛乳分析の常法で行った。 

3)IgG 濃度測定 

IgG 濃度は小川ら３）の方法により、豚乳を 3,000 回転 30 分遠心により得られる乳清を用い、ブ

タ IgG プレート（メタボリックエコシステム研究所）を用いて一元放射免疫拡散法により３回測

定し平均値を用いた。 

 
１）平成 19 年度香川県海外技術研修員、２）農研テクノ株式会社、３）香川県畜産協会 
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4)脂肪酸組成 

脂肪酸組成は遠心後最上部の乳脂肪を用い、メチルエステル化処理しガスクロマトグラフ（島

津 GC-2014）で分析した。 

5)発育調査 

生後３週齢体重、事故率並びに豚産繁殖能力検定産子検定４）に準じＳＰＩ指数を比較した。 

6)臨床症状 

母豚及び子豚の健康状態及び糞便性状は毎朝調査し、流動泥状軟便等を下痢症とした。 

 

結  果 

１．発育 

 試験期間中における各区の発育を表 1 に示した。1 日平均増体重、飼料要求率、飼料摂取量に差

は認められなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

２．臨床症状 

 試験期間中各区の子豚及び母豚の糞便、食欲及び健康状態に特に異常はみられなかった。 

 

３．豚乳成分 

 乳成分を表２に示した。常乳においてＧＮ給与区の pH が高い傾向が認められた。IgG 濃度に差は

認められなかった。 

  

表２　グローリッチネオ給与による豚乳成分の差

乳成分

脂肪(%) 5.8 ± 1.9 5.8 ± 2.0 10.8 ± 5.2 7.4 ± 0.9

無脂乳固形(%) 16.4 ± 3.0 15.5 ± 4.8 11.3 ± 0.8 11.1 ± 0.3

タンパク質(%) 12.0 ± 3.2 11.0 ± 5.3 5.1 ± 1.1 4.5 ± 0.4

乳糖(%) 3.2 ± 0.6 3.3 ± 0.8 5.0 ± 0.8 5.6 ± 0.2

pH 6.3 ± 0.1 6.2 ± 0.1 6.6 ± 0.18 6.4 ± 0.13 *

IgG濃度(mg/ml) 35.9 ± 12.0 30.0 ± 15.6 2.5 ± 0.3 2.3 ± 0.5

平均値±標準偏差　*:p<0.05

初乳 常乳
給与区(n:5) 対照区(n:5) 給与区(n:5) 対照区(n:5)

 

 

４．豚乳の脂肪酸組成 

豚乳の脂肪酸組成を表３に示した。ＧＮ給与により、初乳ではオレイン酸が高くリノール酸及び

リノレン酸が低い傾向が認められ、常乳ではオレイン酸及びイコセン酸が高くペンタデカン酸及び

パルミチン酸が低い傾向が認められた。 

表1　発育

３週齢１頭当たり体重(kg) 6.9 ± 1.8 6.5 ± 2.0 ns

豚産子検定指数(SPI) 116.6 ± 11.0 104.8 ± 25.6 ns

事故率(%) 9.3 ± 0.1 12.2 ± 0.2 ns

ns：有意差なし　　

ＧＮ給与区 対照区
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表３　グローリッチネオ給与による豚乳の脂肪酸組成の差

脂肪酸組成　　　　　(%)
C4:0 　 酪酸 0.6 ± 0.5 0.5 ± 0.3 0.1 ± 0.0 0.2 ± 0.2

C10:0 　ﾃﾞｶﾝ酸　※１） 0.0 ± 0.0 0.0 ± 0.0 0.2 ± 0.1 0.2 ± 0.0

C12:0 　ﾗｳﾘﾝ酸 0.0 ± 0.0 0.0 ± 0.0 0.3 ± 0.1 0.3 ± 0.1

C14:0 　ﾐﾘｽﾁﾝ酸 1.9 ± 0.4 2.0 ± 0.4 3.4 ± 0.6 3.5 ± 0.3

C14:1 　ﾐﾘｽﾄﾚｲﾝ酸 0.0 ± 0.0 0.0 ± 0.1 0.3 ± 0.1 0.3 ± 0.1

C15:0   ﾍﾟﾝﾀﾃﾞｶﾝ酸 0.1 ± 0.1 0.1 ± 0.1 0.07 ± 0.01 0.10 ± 0.02 **

C16:0 　ﾊﾟﾙﾐﾁﾝ酸 23.3 ± 2.2 23.1 ± 1.0 29.2 ± 4.3 35.0 ± 2.8 *

C16:1   ﾊﾟﾙﾐﾄﾚｲﾝ酸 4.6 ± 1.1 5.4 ± 0.9 8.7 ± 1.6 11.2 ± 3.3

C17:0 　ﾍﾌﾟﾀﾃﾞｶﾝ酸 0.3 ± 0.1 0.2 ± 0.1 0.2 ± 0.0 0.2 ± 0.1

C17:1   ﾍﾌﾟﾀﾃﾞｾﾝ酸 0.3 ± 0.0 0.3 ± 0.1 0.3 ± 0.0 0.3 ± 0.1

C18:0 　ｽﾃｱﾘﾝ酸 5.3 ± 1.0 4.3 ± 0.4 4.6 ± 0.4 4.3 ± 0.6

C18:1　 ｵﾚｲﾝ酸 42.5 ± 3.7 38.9 ± 2.8 * 39.6 ± 7.3 31.4 ± 4.4 *

C18:2　 ﾘﾉｰﾙ酸 18.7 ± 1.3 22.3 ± 2.4 * 11.2 ± 1.1 11.4 ± 1.1

C18:3n6 γ-ﾘﾉﾚﾝ酸 0.1 ± 0.1 0.1 ± 0.1 0.1 ± 0.0 0.1 ± 0.04

C18:3n3 ﾘﾉﾚﾝ酸 0.82 ± 0.10 1.03 ± 0.12 * 0.6 ± 0.1 0.6 ± 0.04

C20:0 　ｱﾗｷｼﾞﾝ酸 0.1 ± 0.05 0.0 ± 0.05 0.1 ± 0.01 0.1 ± 0.04

C20:1　 ｲｺｾﾝ酸 0.3 ± 0.2 0.3 ± 0.1 0.38 ± 0.08 0.23 ± 0.14 *

C20:2 　ｲｺｻｼﾞｴﾝ酸 0.4 ± 0.1 0.4 ± 0.1 0.3 ± 0.0 0.2 ± 0.1

C20:3n3 ｲｺｻﾄﾘｴﾝ酸 0.7 ± 0.1 0.7 ± 0.2 0.5 ± 0.1 0.4 ± 0.0

C20:4n6 ｱﾗｷﾞﾄﾞﾝ酸 0.01 ± 0.03 0.02 ± 0.03 0.03 ± 0.03 0.01 ± 0.02

平均値±標準偏差　*:p<0.05、**:p<0.01、***:p<0.001

※１：全ての初乳からデカン酸は検出されなかった。

初乳 常乳

給与区(n:5) 対照区(n:5) 給与区(n:5) 対照区(n:5)

  

 

４．豚乳成分間の相関 

 初乳及び常乳において、IgG 濃度(mg/ml)とタンパク質(%)の間に相関値ｒ=0.877 が認められた

（n:10 p<0.001）。 

 

考  察 

 ＧＮはゼオライト・木酢精製液・バーミキュライトからなり、家畜排泄物の臭気低減効果がある

とともに、鶏卵・鶏肉・豚肉等の生産物の品質向上も期待されており、国内の銘柄畜産物生産に活

用されている５）。一方今回の試験結果は、母豚への給与で子豚の下痢症が軽減できるという報告１）

について、裏付けとなるかもしれない。なぜなら、母豚へのＧＮ給与は豚乳の初乳及び常乳の成分

に影響を与えており、特に pH・脂肪酸組成に差が認められている。 

豚乳の成分等の検討は今枝ら６,７）楢崎ら８）李ら９）斉藤ら 10）等多くの報告があるものの、豚乳の

脂肪酸組成の報告はなく、当試験におけるオレイン酸の差及びオレイン酸が子豚の成長に与える効

果については検討が必要である。 

豚乳の IgG 濃度は初乳のタンパク質の 50%以上が IgG といわれることから、豚乳のタンパク質割

合が高いほど IgG 濃度が高くなると推察された。 

また、ＧＮは肉質向上効果が見込まれることから、肥育豚への給与試験を検討する。 
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